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文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 11 月11 月の催し物予定の催し物予定

月曜日、祝日の翌日は休館です。開館時間は 9時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料。）　※関西文化の日の 11 月 19【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料。）　※関西文化の日の 11 月 19 日（土）・20土）・20 日（日）は無料日）は無料　

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■特別展「氏郷の遺したもの」10/9（日）～ 12/4（日）★ミュージアム・トーク 11 月 13 日（日）13:30 ～ 14:30

【ギャラリー】　入場無料【ギャラリー】　入場無料

第 1･2･3Ｇ■第 52 回松阪市美術展第２部（写真・書道）　10/29（土）～ 11/6（日）　＊6日は 15:00 まで

第 1･2Ｇ　■ＭＯＡ美術館松阪児童作品展　11/12（土）～ 11/13（日）　＊毎日 10:00 ～ 16:00

第 3Ｇ　　■松阪美術協会スケッチ展　11/13 （日）～ 11/20（日）　＊20 日は 16:00 まで

第 1Ｇ　　■第 40 回全日写連松阪支部写真展　11/18（金）～ 11/20（日）　＊20 日は 16:00 まで

第 2Ｇ　　■森川久写真展『疾風の記憶 4th』　 11/19（土）～ 11/20（日）　＊毎日 16:30 まで、20 日は 16:00 まで

第 1･2Ｇ　■梅村幼稚園、三重中・高等学校『梅美展』11/25（金）～ 11/27（日）＊毎日 11:00 ～ 16:00、27 日は 15:30 まで

第 2･3Ｇ　■深雪アートフラワー山口智子教室展　11/30（水）～ 12/4（日）＊毎日 10:00 から
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遠く　寒山に上れば　石径　斜めなり。

白雲　生ずる処　人家有り。

車を停めて　坐に愛す　楓林の晩。

霜葉は　二月の花よりも　紅なり

　とおくはるばると晩秋の山に登れば、石の小道がななめに

続いている。俗世間をはなれた深い山にも人が住まいしてい

る。のりものを停め、カエデの林の夕ぐれにおもわずみとれ

てしまう。霜にあたって紅葉した木々の葉は、春のさかり

（旧暦 2月）の花よりも赤くあざやかである。

　俗な世間をはなれたふかい山、そこにすむ人、静かでものさびしいながめのなかにも動きが感じられると

り合わせにくわえ、あわい色めの風景とあざやかな赤がきわだつ紅葉のコントラストもまた、この詩を印象

深くしています。

　秋もふかまり木々の紅葉がいちだんとあざやかな季節になりました。

　文化財センターで開催中の特別展「氏郷の遺したもの」は、おかげさまで連日たくさんの見学者でにぎわ

いご好評をいただいています。

　11 月は、近長谷寺（多気町）にあてた蒲生氏郷の寄進状が、「氏郷まつり」をはさんで期間限定展示（

10 月 30 日から 11 月 6 日）としてあらたに加わります。どうかこの機会をお見のがしなさいませんよう。

　杜牧　　晩唐（836 ～ 907）の詩人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所長）

　　

とお　　　　かんざん　　のぼ　　　　　　せっけい　　なな　

さんこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とぼく

 はくうん　　しょう　　ところ　　じんか　あ

とど　　　　　 そぞろ　　　　　　　 ふうりん　　くれ

そうよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くれない　

【紅葉のふかまりに】
織田信長と蒲生

氏郷には、 深い

つながりが

あるんだよ

　　　山行　　　　　　　　　　　 　　杜牧

　先日、岐阜市にある織田信長

公居館跡の発掘調査現場を見学

しました。織田信長公居館跡は

金華山の麓にあります。およそ

440 年前、美濃国を治めていた斎藤氏を追放した信

長が、ここに本拠地を移しました。永禄 12 年

(1569) に岐阜にやって来たポルトガル人宣教師フロ

イスは、信長の居館が豪華な宮殿のようであると記録

しています。

　永禄 11 年 (1568)、13 歳の蒲生氏郷は、人質と

して岐阜城に送られました。人質とはいえ、監禁され

ていたわけではなく、武芸・兵法・文芸など幅広い教

育を受け、後に有力な戦国大名となる基礎を岐阜で積

んだともいえます。今回見学した信長公居館跡を氏郷

も訪れたはずだと思うと感慨深いものがありました。

　発掘調査現場には幟旗がたてられ、発掘調査をアピ

ールする工夫がなされ、質問する観光客に、調査員が

解説する姿もみかけました。また、公園内の空き施設

を利用したミニ資料館には、岐阜城や信長公居館跡の

解説パネル、発掘調査で見つかった土器などが展示さ

れ、遺跡を理解する手助けの例として参考になりまし

た。

　さて、「はにわ館」では特別展『氏郷の遺したもの』

を開催しています。その中に、今回紹介した岐阜の城

下町で織田信長が出した、有名な『楽市楽座』制札を

展示しています。これは信長自筆の花押 ( サイン ) の

ある大変貴重なもので、国重要文化財に指定されてい

るものです。氏郷が松坂城下町で商人を保護するもと

となった大変貴重な資料です。この機会にぜひご覧く

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当）

【氏郷も居た？－織田信長公居館跡 ( 岐阜市 ) を訪ねて－】


